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ル
ー
ト
の
沿
道
整
理
な
ど

対
象　

▽
市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
方

▽
15
歳
以
上
の
方（
中
学
生
は
不
可
）

▽
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

▽
３
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

定
員　

抽
選
１
０
０
人
程
度

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈮（
必
着
）

申
込
方
法

▽
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
リ
ン
ク
先
の
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入

力
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力

市
民
生
活
課
・
☎
⑳
２
１
５
４

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が

本
市
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
聖
火
リ
レ
ー
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
、
安
全
・
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

３
月
29
日
㈰
／
午

前
中（
詳
細
未
定
）

場
所　

下
図
ル
ー
ト
内

活
動
内
容　

聖
火
リ
レ
ー

▽
は
が
き
に
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
全
員
分
。
代

表
者
の
氏
名
に
〇
印
）を
書
い
て

〒
３
２
６
―
８
６
０
１
足
利
市
役
所

『
聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

係
』あ
て
郵
送

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
を
得

て
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
お
よ
び
説
明
会
開
催
通

知
を
後
日
郵
送
し
ま
す
。

※
説
明
会
は
３
月
中
旬
に
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

募
集
し
ま
す！
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　昨年１１月２５日㈪、東京の明
治記念館で同表彰の表彰式が行
われ、茂木さんと五月女さんが
受賞されました。
　表彰は、認定職業訓練や技能
検定の実施、技能振興の推進に
関して、長年にわたって多大な
貢献があり、他の模範になる事
業所・団体や、顕著な功績があっ
た功労者を対象としており、県
内では５件の表彰がありました。
　茂木さんは、昭和４２年から
現在まで５２年間にわたり、足
利市共同高等産業技術学校の指
導員として、後進の育成に尽力

職業能力開発関係厚生労働大臣表彰を受賞！

注ぎ、多くの技能士を輩出して
います。

▶受賞者コメント

されました。
　五月女さんは、平成１２年か
ら現在まで技能検定委員として、
実技試験の公正かつ円滑な実施
に努め、後進の指導育成に力を

五月女 和夫さん 茂木 勝さん

▲左から足利市共同高等産業技術学校
　運営会会長・渡辺さん、五月女さん、
　和泉市長、茂木さん

茂木さん「若い人と共にできたこ
とは自分にとっても光栄。今後
も若い人の成長を期待します」
五月女さん「長年の技能検定で
認められた。本当にありがとう
ございます」

▶
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
図

旭町

市民会館前

通一丁目

足利学校

鑁阿寺

２０８

ＪＲ両毛線

２９３

６７

足利市陸上競技場
スタート

足利市役所
ゴール



期
間　

10
月
６
日
㈭
～
10
日
㈪

場
所　

足
利
ス
タ
ー
レ
ー
ン（
田
中
町
）

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

期
間　

10
月
８
日
㈯
～
10
日
㈪

場
所　

総
合
運
動
場
硬
式
・
軟
式
野

球
場

※
こ
の
ほ
か
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ（
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）あ
り
。

●
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会『
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
』

期
間　

10
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪

競
技　

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
ボ

ウ
リ
ン
グ

※
両
競
技
と
も
に
知
的
障
が
い
の
あ

る
方
が
参
加
で
き
る
競
技
。

※
競
技
会
期
は
、
後
日
決
定
。
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

本
市
開
催
競
技
の
会
期
決
定

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
・
☎
⑳
２
２
７
７

　

令
和
４
年
に
開
催
さ
れ
る
同
大
会

な
ど
の
本
市
開
催
８
競
技
の
う
ち
４

競
技
の
会
期
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
全
体
会
期　

10
月
１
日
㈯
～
11
日
㈫

▼
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
会
期
前

実
施
競
技
）

期
間　

９
月
10
日
㈯
～
13
日
㈫

場
所　

特
設
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
場（
五
十
部
町
）

▼
レ
ス
リ
ン
グ

期
間　

10
月
２
日
㈰
～
５
日
㈬

場
所　

市
民
体
育
館

▼
ボ
ウ
リ
ン
グ

和泉　聡

図
』を
作
る
と
い
う
作
業
を
通
じ
て

道
を
覚
え
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）こ

の
過
程
を
一
切
カ
ー
ナ
ビ
に
任
せ
て

し
ま
え
ば
楽
で
効
率
的
な
半
面
、
個

人
の
知
覚
は
鈍
く
な
り
、
道
を
覚
え

に
く
く
な
り
ま
す
」と
角
幡
さ
ん
。 

　

私
は
、
こ
の
く
だ
り
を
読
ん
で
、

は
っ
と
し
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
の
警

視
庁
担
当
記
者
時
代
、
事
件
を
追
い

か
け
て
、
毎
日
都
内
を
中
心
に
多
い

時
に
は
３
０
０
㎞
も
車
で
移
動
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち「
渋
谷
の
こ
こ
か

ら
、
浅
草
の
こ
こ
ま
で
、
こ
の
時
間

帯
な
ら
渋
滞
が
こ
う
だ
か
ら
、
何
分

で
走
れ
る
」と
正
確
に
予
測
で
き
る

ほ
ど
、
道
に
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
す

べ
て
カ
ー
ナ
ビ
任
せ
で
、
車
に
地
図

帳
を
積
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
道
を
覚
え
る
こ
と
は
、
格
段

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　

便
利
な
器
具
や
技
術
を
使
っ
て
は

い
け
な
い
、
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
に

失
わ
れ
て
い
く
大
切
な
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、
補
う
努

力
、
落
と
し
穴
に
落
ち
な
い
努
力
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

　

台
風
第
19
号
の
後
に
出
た
た
く
さ

ん
の
評
論
の
中
で
、
最
も
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
冒
険
家
で
作
家
の

角か
く
は
た
ゆ
う
す
け

幡
唯
介
さ
ん
が「
命
を
守
る
判
断

は
、
人
に
委
ね
ず
自
分
で
」と
呼
び

か
け
る
中
で
、
カ
ー
ナ
ビ
任
せ
に
し

て
い
る
我
々
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も

の
で
し
た
。（
２
０
１
９
年
11
月
12
日

付
朝
日
新
聞『
耕
論
』） 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
通
信
技

術
の
進
歩
で
、
我
々
は
か
つ
て
と
は

比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
便
利
な
社

会
に
生
き
て
い
る
一
方
で
、
人
間
本

来
が
も
っ
て
い
る
知
覚
や
感
覚
が
鈍

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
い
ざ

災
害
と
い
う
時
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
作

用
し
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
角

幡
さ
ん
は
私
た
ち
に
問
題
と
し
て
提

起
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
あ

げ
た
の
が
、
カ
ー
ナ
ビ
で
す
。「
人

は
従
来
、
紙
の
地
図
と
目
に
入
る
周

囲
の
目
印
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
外
の

世
界
を
身
体
の
中
に
取
り
込
み『
地

市長コラム
No.074

カ
ー
ナ
ビ
任
せ
で
い
い
の
か

▲昨年のいきいき茨城ゆめ国体の様子

下水道課・㉒７９３２

　下水道管が詰ま
るのを防ぐため、
油は紙で拭き取っ
て、燃やせるごみ
として捨ててくだ
さい。

排水口に油類を
          　流さないで！


